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1.はじめに
1)本書の特色

紳士服業界で行われている平面製図(囲み製図)を極力排して、本書では工業用ﾒﾝ
ｽﾞﾎﾞﾃﾞｨである東レACS_ﾒﾝｽﾞ(ｾｯﾄｲﾝ)から作成した「立体原型」を、使用します。
切り開くいわゆる婦人服業界で一般化している「ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞ」方法を採用
し、平面操作で作成したﾊﾟﾀｰﾝの品質確認、修正を、3Dの「ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｯｸ」で
行う画期的なCADﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞｼｽﾃﾑを紹介しています。

2)実習し易い教材

詳細な図解で丁寧な解説、初心者にとって解りやすい技術書を心掛けました。
専門学校で指導した39年の経験が本書の技術解説に生かされています。
PDF技術書をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたら直ぐに実習できるように、同梱されている①ACS_ﾒ
ﾝｽﾞ(ｾｯﾄｲﾝ)からﾎﾞﾃﾞｨ展開した立体原型、②ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞで作成した完成ﾃﾞｻﾞ
ｲﾝﾊﾟﾀｰﾝ、➂ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｯｸの3Dﾃﾞｰﾀなど具体的なﾃﾞｰﾀ資料を確認しながら、
CADﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞの学習ができます。

3)ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｯｸの方法を重点解説

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙ作成ﾌﾟﾛｾｽを(1)線情報設定、(2)配置設定、(3)PMﾌﾟﾘﾌｫｰﾑ設定の3工程
に分け詳細な図解で重点解説、初心者でもﾄﾜﾙの3D作成が容易にできる内容です。
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線情報設定されたﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝ 襟付け線のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｯｸ
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4)本書に同梱されている「ﾒﾝｽﾞｼﾞｬｹｯﾄ原型」について
本書では、以下の方法で作成した原型を使用する。

click

前身頃 脇身頃 後身頃 前身頃 後身頃

(1)ACS_ﾒﾝｽﾞ(ｾｯﾄｲﾝ)ﾎﾞﾃﾞｨを、3Dﾒﾆｭｰ[ﾎﾞﾃﾞｨのﾊﾟﾀｰﾝ展開]で、ﾊﾟﾀｰﾝ展開する。

(2)平面展開したﾊﾟｰﾂを、使い易いように統合して前後身頃ﾊﾟﾀｰﾝにする。

(3)密着原型(ゆるみ無し)前後身頃に整理して、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｯｸする。

前身頃 後身頃

密着原型(ゆるみ無し)



(1)メンズジャケット原型とデジタルトワルNo.001

(2)半身メンズ3面構成テーラードジャケットデザインパターンと半身デジタ
ルトワルNo.002

(3)全身メンズ3面構成テーラードジャケットデザインパターンと全身デジタ
ルトワルNo.003

5

5)同梱のｼﾞｬｹｯﾄ原型、完成ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝ・3Dﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾃﾞｰﾀについて
同梱されている(1)～(3)のﾃﾞｰﾀを読み込み、原型としてまた参照ﾃﾞｰﾀとして活
用しCAD実習が可能です。100ﾍﾟｰｼﾞ図98の手順により、登録してあるﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄ
ﾜﾙﾃﾞｰﾀを復元できるので参考にして下さい。



【図3】

【図3】①W[相似１点]、ｺﾋﾟｰﾓｰﾄﾞをオンで、②後袖ぐり線下基点側を移動元でｸ
ﾘｯｸ、➂移動先を前身頃袖ぐり線基点側でｸﾘｯｸ、④後袖ぐり線(赤線)基点が前袖
ぐり線基点に移動する。⑤A[ﾉﾌﾞ・ﾉｰﾄﾞ]変形、線をﾄﾞﾗｯｸﾞで、⑥ﾊﾝﾄﾞﾙをﾊﾞｽﾄ線
に合わせ、袖ぐり線のつながりを良くする(青線を赤線に)。⑦袖ぐり線を完成さ
せ、O[平行線]15mmで、前脇線右側へ15ｍｍ平行線をひき、脇線(赤線)とする。
① ② ➂

④ ⑤
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【図9】①(イ)ｳｴｽﾄ線修正前、(ロ)修正後は前者と比較して膨らみが解消してい
る。②斜め方向からﾁｪｯｸすると3面構成ｼﾙｴｯﾄがきれいに作成されていることが
確認できる。

①(イ)ｳｴｽﾄ線修正前 (ロ)ｳｴｽﾄ線修正後

②ｳｴｽﾄ線修正後

【図9】
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【図20】①後肩線をつなげる、②A[ﾉﾌﾞ･ﾉｰﾄﾞ]間引きで、➂㋑後肩線のﾉｰﾄﾞ(□)
をｸﾘｯｸして㋺消す、④変形ﾀﾌﾞを押し、⑤㋑肩線をｸﾘｯｸ、㋺ﾊﾝﾄﾞﾙをｲﾝｶｰﾌﾞ(凹線)
にﾄﾞﾗｯｸﾞして㋩修正する。⑥E[消しゴム]で、切り開き線を消しﾊﾟﾀｰﾝ整理する。

① ② ➂㋑

㋺

④ ⑤㋑ ㋺

㋩

⑥

ｸﾘｯｸ㋑
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後身頃 後身頃

後身頃

後身頃 後身頃

後身頃

ｸﾘｯｸ

ｸﾘｯｸ
左右ﾊﾝﾄﾞﾙを下方向
にそれぞれﾄﾞﾗｯｸﾞ

【図20】
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【図24】①X[交点ｶｯﾄ]で、新しく作成した前後ｼﾙｴｯﾄ線との交点をｸﾘｯｸ、ｸﾘｯｸで
線ｶｯﾄ(緑〇印)する。②E[消しゴム]で、前後ｼﾙｴｯﾄ線外側と修正前の袖の目およ
び前後ｼﾙｴｯﾄ線を消し、N[ﾉｯﾁ]で、袖の目線下基点をｸﾘｯｸし、ｱﾝﾀﾞｰｱｰﾑﾉｯﾁを付
ける、L[直線]で、袖山線ﾉｯﾁから袖口線まで垂線をひき袖中心線とする。➂㋑
CtrlとI[線の延長]長さ１０mmで、㋺袖口線左側基点をｸﾘｯｸ、㋩Enterｷｰを押し、
10ｍｍ左側へ延長する。④㋑F[引き直し]2線中点で、ｸﾘｯｸ、ｸﾘｯｸで、㋺袖口線
を１本につなげる、⑤㋑ShiftとI[線の延長]目的長袖口幅のଵ

ଶ⁄ の135ｍｍを入力
し、㋺袖口線右側基点をｸﾘｯｸ、Enterｷｰを押し135mmに短縮する。

【図24】
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① ②

➂

【図32】①E[消しゴム]で、外袖の袖幅線、肘線、垂直線、袖中心線、袖の目線
以外の製図線をｸﾘｯｸして消す。②袖の目線を消さずにおけば、2Dﾊﾟﾀｰﾝの縫合確
認もできる。➂3Dﾒﾆｭｰ[PMﾌﾟﾘﾌｫｰﾑ]でﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙを作成し、袖形状や据わり、振
りのﾁｪｯｸする。本書では、完成したﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝで解説するため、ここでのﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙﾄﾜﾙ作成ﾌﾟﾛｾｽは省略している。

【図32】

外袖 内袖

前身頃 後身頃

脇身頃

外袖

ﾏｯﾁﾝｸﾞのﾎﾟｲﾝﾄ
袖の目底合印
と脇身頃合印
を合わせる
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これ以降解説の都合上
袖中心線を非表示とし
ます

袖幅線

肘線

垂
直
線

袖の目線



① ② ➂㋑ ㋺

㋩ ㋥

㋭ ④ ⑤

㋬

後身頃

前身頃

【図39】①身頃のﾗﾍﾟﾙ･上襟線を点線に表示してある。CtrlとI[線の延長]長さ
27mmで、②反転したｺﾞｰｼﾞﾗｲﾝ右基点側をｸﾘｯｸ、Enterｷｰを押し、➂㋑27ｍｍ延
長する、㋺X[交点ｶｯﾄ]で、襟ぐり線を線ｶｯﾄし、㋩W[相似1点]で、㋥襟ぐり線基
点を移動元としてｸﾘｯｸ、㋭移動先としてｺﾞｰｼﾞﾗｲﾝ右基点をｸﾘｯｸ、衿付け線(赤
線)が完成する、㋬X[交点ｶｯﾄ]で、ﾗﾍﾟﾙ返り線とｺﾞｰｼﾞﾗｲﾝ交点を線ｶｯﾄする。④
ShiftとM[ﾐﾗｰ]で、肩線、襟ぐり線(ﾋﾟﾝｸ線)をｸﾘｯｸ、Enterｷｰを押し、ﾗﾍﾟﾙ返り線
をｸﾘｯｸ、⑤ﾗﾍﾟﾙ返り線をﾐﾗｰ軸に襟ぐりと肩線(赤線)を反転する。

【図39】
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11



① ②

➂ ④

【図46】①前後脇身頃を用意し、②6[合わせ]で、前身頃をﾄﾞﾗｯｸﾞして囲み選択、
ﾊﾟﾈﾙ線を合わせ元にｸﾘｯｸ、脇身頃ﾊﾟﾈﾙ線を合わせ先にｸﾘｯｸ、裾側から合わせる、
➂後身頃をﾄﾞﾗｯｸﾞして囲み選択、ﾊﾟﾈﾙ線を合わせ元にｸﾘｯｸ、脇身頃のﾊﾟﾈﾙ線を
合わせ先にｸﾘｯｸ、裾側から合わせる、④同様の方法で、前後身頃ﾊﾟﾈﾙ線を袖ぐ
り線側からそれぞれ脇身頃ﾊﾟﾈﾙ線に合わせて、袖ぐり線つながりを確認する。

【図46】

前身頃 脇身頃 後身頃

前身頃 脇身頃 後身頃
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3D(ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙ)によるﾊﾟﾀｰﾝﾁｪｯｸのことを、本章ではﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｯｸという。
この章では、半身ﾊﾟｰﾂと全身ﾊﾟｰﾂそれぞれを使った場合に分けて、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙ
作成について解説する。

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙ作成の3段階ﾌﾟﾛｾｽについて

(1)線情報の設定
Pattern Magic Ⅱで作成したﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝの
半身ﾊﾟｰﾂ(全身ﾊﾟｰﾂも有り)を縫合設定する。
①縫合線(肩、ﾊﾟﾈﾙ、袖付け、2枚袖、衿付け、
ﾎﾟｹｯﾄ付けなど)
②ﾀﾞｰﾂ(前ｳｴｽﾄﾀﾞｰﾂ)
➂いせ込み(肩線、外袖接ぎ線)
④伸ばし(外袖接ぎ線)
⑤ﾗﾍﾟﾙ返り線と上襟腰線など

(2)配置の設定
①重ね順設定
②配置方法など

(3)PMﾌﾟﾘﾌｫｰﾑの設定
①固定基準線
②固定基準点
➂軸固定
④線固定
⑤腕下ろす
ﾀｲﾌﾟB選択
⑥引っ張り
⑦素材厚さ
⑧ﾊﾟｰﾂﾐﾗｰ設定
⑨保存と復元
など
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内袖ﾊﾟｰﾂを配置



① ②

➂ ④
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(15)全身ﾊﾟｰﾂを使い3Dﾒﾆｭｰ[配置の設定]をする
【図95】①右側ﾊﾟｰﾂを手動でﾎﾞﾃﾞｲに配置し、②㋑色別表示(赤丸印)にﾁｪｯｸを入れ、
重ね順設定2(数字が大きい程ﾎﾞﾃﾞｲより外側に配置)のﾀﾌﾞをｸﾘｯｸ、㋺左前身頃をｸ
ﾘｯｸ、➂㋑重ね順設定3ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸ、㋺腰ﾎﾟｹｯﾄをｸﾘｯｸ、④配置設定完了。

【図95】

㋺ｸﾘｯｸ
㋑ｸﾘｯｸ

㋑ｸﾘｯｸ

㋺ｸﾘｯｸ ㋺ｸﾘｯｸ
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ｸﾘｯｸ

㋑ｸﾘｯｸ

【図105】①㋑反映ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸ、㋺OKﾀﾌﾞをｸﾘｯｸ、②㋑無色ﾀﾌﾞをﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝして、塗
りつぶしﾀﾌﾞをｸﾘｯｸ、㋺ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙがｻｯｸｽ色になる。㋩ｵﾌﾟｼｮﾝﾀﾌﾞをｸﾘｯｸ、㋥配置
ﾊﾟｰﾂの不透明度を50～100で設定する。下図は、50で設定例。

【図105】
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